
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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合
併
を
進
め
る
場
合
に
は
、
通
常
、
双

方
の
住
民
の
間
で
の
合
併
機
運
の
高
ま
り

や
任
意
協
議
会
設
置
等
に
よ
る
十
分
な
事

前
調
整
、
を
行
っ
た
後
に
、
法
定
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

回
の
道
志
村
か
ら
の
合
併
協
議
会
設
置
に

関
す
る
申
し
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
前
提

を
欠
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
次

の
よ
う
な
問
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
道
志
村
と
の
合
併
協
議
会
設
置
に

関
す
る
議
案
に
つ
い
て
は
市
会
に
付
議
し

な
い
こ
と
と
し
た
い
。

（
道
志
村
の
意
向
に
つ
い
て
）

①
道
志
村
民
や
道
志
村
議
会
、
さ
ら
に
は

道
志
村
当
局
内
で
も
、
周
辺
団
体
と
の
合

併
が
望
ま
し
い
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
あ

る
ほ
か
、
す
で
に
、
周
辺
市
町
村
と
合
併

協
議
の
た
め
の
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る

な
ど
、
村
の
総
意
と
し
て
本
市
と
の
合
併

を
求
め
て
い
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
こ

と
。（

合
併
そ
の
も
の
の
合
理
性
の

問
題
に
つ
い
て
）

②
本
市
と
道
志
村
の
経
済
的
・
人
的
交
流

平成15年10月１日（２）

No.10

横浜市長の回答文書
市町村合併について考える市町村合併について考える

前回は、横浜市を対象とする住民発議による、横浜市議会の来村について、お知らせしました。

今回は、横浜市長の回答要旨および回答理由を掲載します。

都経政第 115号
平成15年９月８日

道志村長　佐藤　卓司 様

横浜市長　中田　　宏

合併協議会設置協議について（回答）

平成15年６月13日道企財発第73号で、市町村の合併の特例に関する法律

（昭和40年法律第６号）第４条第２項の規定に基づき、貴村から意見を求めら

れたことにつきましては、同条第３項の規定に基づき、次のように回答します。

合併協議会設置協議について議会に付議しないこととします。

の
深
さ
は
事
実
で
あ
る
が
、
物
理
的
に
約

五
十
km
も
離
れ
た
両
地
域
に
つ
い
て
、
日

常
的
生
活
圏
が
真
に
一
体
で
あ
る
と
は
い

い
き
れ
な
い
と
い
う
意
見
が
市
民
に
お
い

て
も
散
見
さ
れ
た
ほ
か
、
合
併
と
い
う
手

段
を
と
ら
な
く
て
も
、
例
え
ば
水
道
局
で

行
っ
て
い
る
「
道
志
水
源
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
道
志
村
と
本

市
を
共
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
こ
と
。

（
山
梨
県
の
意
向
に
つ
い
て
）

③
山
梨
県
と
し
て
も
、
生
活
圏
を
同
じ
く

す
る
近
隣
市
町
村
と
の
合
併
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
こ
と
。

な
お
、
今
後
、
道
志
村
と
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
の
協
議
の
場
を
庁
内
に
設
置

し
、
交
流
事
業
の
拡
充
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
い
。

上
記
の
と
お
り
、
合
併
協
議
会
設
置
協

議
に
つ
い
て
議
会
に
付
議
し
な
い
こ
と
で

す
の
で
、
手
続
き
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
中
に
「
道
志
村
と
の
友
好
を
考
え

る
協
議
会
」（
仮
称
）
を
設
立
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
十
月
上
旬
に
は
、
横
浜
市
長
・

市
議
会
議
長
と
道
志
村
長
・
道
志
村
議
会

と
の
対
談
を
行
う
予
定
で
す
。

道
志
村
か
ら
の

合
併
協
議
会
設
置
協
議
に

つ
い
て
の
回
答
理
由

別
紙



三
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、
秋
山
村
議
会
で
は
、

（
三
月
二
十
日
）
都
留
市
・
西
桂
町
・
秋
山
村
・
道
志

村
の
四
市
町
村
合
併
協
議
会
設
置
の
案
件
を
否
決
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
村
民
か
ら
六
分
の
一
以
上
の
署
名
に
よ
る

直
接
請
求
が
行
わ
れ
、
九
月
二
十
一
日
に
住
民
投
票
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

開
票
結
果
は
、
賛
成
七
六
八
、

反
対
七
〇
七
、

過
半
数
の
賛
成
が
あ
っ
た
の
で
、
議
決
に
代
わ
る

効
果
と
な
り
、
可
決
と
な
り
ま
す
。

｛
都
留
市
・
西
桂
町
・
秋
山
村
・
道
志
村
合
併
協
議
会
｝

の
設
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
合
併
協
議
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
併
を
行
う
関
係
市
町
村
が
、
合
併
の
是
非
も
含
め

て
、
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協
議
を
行
う
組

織
で
す
。

合
併
協
議
会
の
取
組
は
、

・
関
係
市
町
村
の
メ
リ
ッ
ト
／
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
調

査
、
研
究

・
市
町
村
建
設
計
画
の
作
成

・
合
併
協
議
会
で
検
討
し
た
事
を
合
併
だ
よ
り
と
し
て
、

広
報
す
る
。

・
合
併
協
議
会
の
組
織
の
変
更
及
び
廃
止

・
合
併
協
定
書
の
作
成
、
調
印

合
併
協
議
会
で
協
議
・
検
討
さ
れ
る
内
容
は
、

・
合
併
の
是
非

・
合
併
の
方
式
（
新
設
合
併
か
、
編
入
合
併
か
ど
ち
ら

か
の
方
式
に
よ
る
協
議
）

（３）

合併協議会の組織図　　構成と役割

分科会
係長～担当で組織
・事務担当者レベルの調整　等

監
査
委
員

合併協議会

（市町村長　議会議長　職員代表
学識経験者等で組織）

・合併の最高議決機関
・合併に関する各種協議
・新市建設計画の作成
・合併協定書のとりまとめ

小委員会

各委員により構成
・各分野に調査、審議を行う
機関

幹　事　会

助役～主管課長で組織

・事務レベル調整の最高機関
・協議会会議の議案調査
・協議会運営の総合調整
・各種スケジュール調整
・専門部会間の調整　等

事　務　局

（構成市町村職員派遣・県職員派遣）
会議開催に係る一般事務

・調査票のひな形作成
・調査項目分類表作成
・関係資料の収集・作成
・事務調整

報告

指示

報告

指示

報告

指示

情報交換

情報交換情報交換

分
　
科
　
会

分
　
科
　
会

分
　
科
　
会

分
　
科
　
会

分
　
科
　
会

専門部会

課長～係長で組織
課単位毎に構成
・現況調査票の作成
・調整原案の作成

分
　
科
　
会

分
　
科
　
会

専門部会

・
合
併
の
期
日
（
合
併
協
議
会
の
設
立
か
ら
合
併
の
成

立
ま
で
、
合
併
の
期
日
を
定
め
る
）

・
新
市
町
村
の
名
称

・
財
産
、
公
の
施
設
の
取
扱
い

・
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
特
例
に
関
す
る
取

扱
い

・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
等
に
関
す
る
取
扱
い

・
地
方
税
の
取
扱
い

・
一
般
職
員
の
身
分
に
関
す
る
取
扱
い

・
特
別
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

・
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

次
に
秋
山
村
の
住
民
投
票
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す



平成15年10月１日（４）

九
月
十
七
日
、
道
志
村
で
は
こ
と
ぶ
き

祭
り
を
開
催
、七
十
歳
以
上
の
招
待
者
と
、

関
係
者
を
迎
え
て
年
に
一
度
の
盛
大
な
お

祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
は
、
七
十
七
歳
（
喜
寿
）

八
十
八
歳
（
米
寿
）
の
表
彰
を
行
い
、
祝

福
い
た
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
演
芸
の
部
に
移
り
、
余
興
が

始
ま
り
、
民
生
委
員
の
杉
本
源
子
さ
ん
の

舞
踊
の
披
露
が
あ
り
そ
の
後
、
都
留
警
察

署
の
交
通
担
当
に
よ
る
高
齢
者
に
対
す
る

交
通
安
全
教
育
に
よ
る
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
落
語
家
の

杉
本
　
　
正

深
沢
　
正
治

佐
藤
　
　
彌

山
口
や
ち
ゑ

山
口
　
仁
子

出
羽
み
つ
ゑ

杉
本
三
重
子

平
賀
　
ヨ
シ

山
口
美
代
子

佐
藤
　
太
志

池
谷
　
欣
一

新
津
　
英
子

池
谷
　
裕
子

平
賀
み
江
子

佐
藤
い
江
子

佐
藤
三
代
子

長
田
　
豊
明

佐
藤
　
次
男

加
藤
　
貞
子

佐
藤
　
公
勝

佐
藤
登
美
枝

佐
藤
　
行
平

山
口
　
光
彦

松
岡
コ
シ
ン

佐
藤
た
か
ゑ

佐
藤
　
有
正

金
子
　
重
夫

佐
藤
　
永
敏

山
口
ト
ミ
子

渡
辺
　
秀
子

杉
本
タ
ケ
エ

佐
藤
　
良
治

八
十
八
歳
『
米
寿
』
表
彰
者

七
十
七
歳
『
喜
寿
』
表
彰
者

こ
と
ぶ
き
祭
り
で
長
寿
を
祝
う

林
家
源
平
さ
ん
に
よ
る
落
語
や
、
高
齢
者

の
方
々
が
日
頃
か
ら
き
た
え
た
カ
ラ
オ
ケ

や
、
ま
た
接
待
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
民
生

委
員
さ
ん
も
カ
ラ
オ

ケ
や
舞
踊
な
ど
を
行

い
、
会
場
も
盛
り
上

が
り
盛
大
な
こ
と
ぶ

き
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。

※
い
つ
ま
で
も
元
気

で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。

７７歳 表 彰（喜寿）

８８歳 表 彰（米寿）

佐藤村長へお礼のことばを述べる
（老人クラブ会長、佐藤春樹氏）

落語、林家源平さん

日頃からきたえた
カラオケを披露



大
田
消
防
団
長
の
訓
示
、
長
田
議
長
の

激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
式
終
了
後
に
村

内
八
会
場
に
分
か
れ
、
住
民
の
事
前
避

難
誘
導
訓
練
を
は
じ
め
、
救
護
訓
練
、

消
火
訓
練
、
又
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊

き
出
し
訓
練
等
が
行
わ
れ
、
素
晴
ら
し

道
志
村
で
は
、
防
災
に
つ
い
て
の
知

識
や
実
践
力
を
養
う
た
め
、
八
月
三
十

一
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

道
志
中
学
校
を
会
場
に
お
い
て
開
会

式
が
行
わ
れ
、
本
部
長

(
佐
藤
村
長
）

（５）

平成16年度に村が実施する浄化槽工事を希望する方は、下記の期間にて
申込みを受け付けます。

実施年度 平成16年度内

予定基数 40基

受付期間 平成15年10月20日～平成15年12月19日

※申込み用紙は役場にありますので、担当者に申し出をして下さい。

平成16年度 浄化槽工事の受付についてお知らせ

総

合

防

災

訓

練
い
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
訓
練
を
体
験
し
て
、
身
に
つ
け
て

お
け
ば
、
き
っ
と
災
害
時
に
大
き
な
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

消防団員による分列行進

道志小学校会場において救護訓練



インフルエンザの予防接種の予約を開始しました。御希望の方は電話で御連絡いただきたいと思います。

刺されないための方法
●攻撃を受けやすい動きをしないよう気を付ける。スズメバチは横への動きに反応しやすいので、蜂を手で払ったり、
急に向きを変えるなどの動きは危険です。もし巣を見つけた場合は静かに後ずさりして巣から離れるようにします。

●攻撃を受けやすい色彩と身なりをしないよう気を付ける。
スズメバチはいずれの種も黒色に対して激しく攻撃します。白色や黄色、銀色に対しては反応は弱く、ほと
んど攻撃しません。ただし、たとえ白色であっても、いったん攻撃を受けたあとでは、安全とは言えません。黒い着
衣、ひらひらするものなどは巣の近くでは攻撃を受けやすいので注意してください。匂いもハチを刺激します。ヘア
スプレーや香水などの化粧品、汗の臭いなどにも敏感に対応します。

●巣に近寄らない、いたずらしない、早めに取り除く。巣を見つけたら早めに取り除くことが大切です。不用意に近づ
いたりいたずらして蜂を刺激しないようにします。巣に直接触れたり、棒や石などで刺激を加えることはもちろん、
枝を揺らしたり、近くで作業をして刺激しないようにします。おとなしい蜂でも、巣に刺激を与えると激しく攻撃し
てきます。

平成15年10月１日（６）

9/28 9/29 9/30
午前：胃カメラ

1 
研修のため休診

2 3 4
午前中のみ診察

5 6 7
午前：胃カメラ

8
研修のため休診

9 10 11
午前中のみ診察

12 13
体育の日

14 15
研修のため休診

16
休診　

19 21
午後：ツ反　

22
研修のため休診

23
午前：BCG

24

26 27
午後：道小検診

28
午前：胃カメラ

29
研修のため休診

30
午後：道小検診

31 11/1
午前中のみ診察

1 0 月 の 予定表

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

今回は蜂に刺されないための方法や刺された時の対処法について書きたいと思います。

診 療 所 だ よ り

月初めには保険証の提出をお願いします。

刺された時の対処法
１、速やかに巣から離れてください。

概ね10m～50m程度離れれば心配ありません。
２、傷口を流水でよく洗い流し、手で毒液を絞り出す。

毒を薄める効果と傷口を冷やす効果が期待できます。
また、毒液を絞り出すための器具が販売されています。

３、患部に虫刺されの薬（抗ヒスタミン軟膏）を塗ります。
アンモニアは全く効果がありませんので注意してください。

以上の処置を施した後、速やかに医師の診察を受けてください。
蜂刺されの死亡例はほとんどは、即時型のアレルギーが原因です。
極めて短時間（刺傷後数分～10数分）で症状が現れます。
そのアレルギー症状を緩和するための自己注射器「エピペン」が、
医師の処方により入手できるようになりました。
興味がある方は診療所まで御連絡ください。

20

17
休診

18
休診

25
午前中のみ診察　

私
の
名
前
は
ロ
ナ
ー
ル
・
シ
ャ
ー
と
い
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
の
出
身
で
す
。
年
は
二
十

一
歳
で
七
月
に
大
学
を
卒
業
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
で
は
数
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
は

初
め
て
で
す
。道
志
は
と
て
も
小
さ
い
村
で
す
が
、

山
や
川
が
美
し
く
周
辺
の
湖
は
き
れ
い
で
、
そ
し

て
何
よ
り
人
々
が
と
て
も
親
切
な
の
で
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
来
て
か
ら
一
ヶ
月
の

間
に
カ
ラ
オ
ケ
や
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て

最
近
富
士
山
に
登
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
道
志
で
し
て
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
し
、
日
本
の
別
の
場
所
へ
も
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
道
志
中
や
道
志
小
で
英
語
を
教

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日

本
語
の
勉
強
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
志
の
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。

紹介

新しい英語教師
ロナール・シャー先生


